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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第52期

第２四半期連結
累計期間

第53期
第２四半期連結

累計期間
第52期

会計期間

自平成24年
４月１日

至平成24年
９月30日

自平成25年
４月１日

至平成25年
９月30日

自平成24年
４月１日

至平成25年
３月31日

売上高（百万円） 22,738 23,045 47,748

経常利益（百万円） 828 364 2,557

四半期（当期）純利益（百万円） 447 284 1,575

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
460 139 1,751

純資産額（百万円） 29,371 30,285 30,403

総資産額（百万円） 35,307 36,283 37,221

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
19.08 12.10 67.12

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 83.1 83.4 81.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
196 △1,061 2,902

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△927 183 △1,440

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△268 △779 △563

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
5,931 6,158 7,820

　

回次
第52期

第２四半期連結
会計期間

第53期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自平成24年
７月１日

至平成24年
９月30日

自平成25年
７月１日

至平成25年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
5.51 3.99

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。  

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）重要な会計方針

　当社グループの財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められる会計の基準に準拠して作成しておりま

す。

　

（２）財政状態の分析　

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、362億83百万円となり、前連結会計年度末に比べて９億37百万

円減少しました。流動資産は182億32百万円となり、８億99百万円減少しました。主な要因は、現金及び預金が16

億59百万円減少し、たな卸資産が10億95百万円増加したこと等によるものであります。固定資産は180億51百万円

となり、37百万円減少しました。

 当第２四半期連結会計期間末における負債合計は59億98百万円となり、前連結会計年度末に比べて８億18百万円

減少しました。流動負債は38億４百万円となり、９億17百万円減少しました。主な要因は、支払手形及び買掛金が

２億14百万円減少、未払法人税等が５億17百万円減少したこと等によるものであります。また、固定負債は21億94

百万円となり、99百万円増加いたしました。主な要因は長期リース債務が63百万円増加したこと等によるものであ

ります。

 当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、302億85百万円となり、１億18百万円減少しました。主な

要因は、その他有価証券評価差額金が91百万円減少したことによるものであります。この結果、自己資本比率は前

連結会計年度末に比べ1.9ポイント上昇し、83.4％となりました。

　　

（３）経営成績の分析　

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府及び日銀が一体となった財政・金融政策により、過度の

円高修正や株価の上昇など、一部の輸出企業を中心に収益の改善がみられ、消費マインドの改善も含め、緩やかに

景気回復に向けた兆しが現れてまいりました。一方、当社が属する業界においては、為替変動による輸入価格の値

上がりや原材料価格の上昇など、極めて厳しい状況が続いております。

このような状況のもとで、当社グループは基本理念である「お客様のニーズに迅速かつ的確にお応えする」こと

を基本に販売体制及び利益基盤の強化に取り組んでまいりました。

営業販売部門においては、新規顧客開拓と特注商品の受注獲得に注力すると共に、従来から推進してきた「重点

業界営業政策」を強化してきました。また、第１四半期から継続して実施しております主力商品の紙袋の拡販にお

いても売上拡大に貢献いたしました。

店舗販売部門においては、取扱商品の見直し、売場のリニューアル、販売員の再教育など顧客満足への「基本の

徹底」に取り組みましたが、その効果が出るまでには至りませんでした。

　利益面においては、円安等の理由により輸入品の仕入コストが上昇し、粗利率が低下いたしました。

販売費及び一般管理費においては、業務の効率化による人件費削減等により、全体では前年並みに抑えることが

できました。しかしながら、営業利益は粗利率の低下が大きな要因となり、大幅な減少となりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は230億45百万円（前年同期比1.3％増）となりました。利益

面においては、連結営業利益３億51百万円（前年同期比54.7％減）、連結経常利益３億64百万円（前年同期比

55.9％減）、連結四半期純利益２億84百万円（前年同期比36.6％減）となりました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

　

〔紙製品事業〕

紙袋・包装紙・紙器は当社グループの主力商品であり、主に当社オリジナルブランド商品を販売いたしておりま

す。当第２四半期連結累計期間においては、当社オリジナル新商品開発に力を入れ販売強化に努め、紙袋全体の売

上を増加させることができました。この結果、紙製品事業の連結売上は43億66百万円（前年同期比0.6%増）となり

ました。

〔化成品・包装資材事業〕

　化成品・粘着テープ・食品関連包材・紐リボン等一般包装資材は社会ニーズに適合した商品開発を推進し、販売

強化を図っております。当第２四半期連結累計期間においては、引き続き化成品の特注品受注強化、食品容器関連

資材の売上強化に努めてまいりました。この結果、化成品・包装資材事業の連結売上は120億46百万円(前年同期比

2.5％増）となりました。
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〔店舗用品事業〕

　事務用品・商店用品・日用雑貨等含む店舗用品事業は、オリジナルブランド商品を含め多岐に亘っております。

「店舗及びオフィスで使用するあらゆる物が揃う」をコンセプトにした販売体制を整え事業展開を進めておりま

す。当第２四半期連結累計期間においては、主力である文具・事務用品の拡販、日用雑貨品におけるオリジナルブ

ランド商品の開発に努め、しばらく続いていた低迷に歯止めがかかりました。この結果、店舗用品事業の連結売上

は、66億32百万円（前年同期比0.2％減）となりました。

　

（４）資本の財源及び資金の流動性についての分析

①　キャッシュ・フロ－

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比較して16億62百万円減少

して、61億58百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。　

〔営業活動によるキャッシュ・フロー〕

　当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益４億

73百万円の計上（前年同四半期連結累計期間は８億22百万円の計上）、売掛金等の売上債権３億87百万円の減

少（前年同四半期連結累計期間は２億65百万円の減少）及びたな卸資産10億95百万円の増加（前年同四半期連

結累計期間は91百万円の減少）を主な要因として10億61百万円の減少（前年同四半期連結累計期間は１億96百

万円の増加）となりました。

〔投資活動によるキャッシュ・フロー〕

　当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出

１億73百万円の減少（前年同四半期連結累計期間は７億88百万円の減少）、有形固定資産の売却による収入４

億50百万円の増加（前年同四半期連結累計期間は21百万円の増加）を主な要因として１億83百万円の増加（前

年同四半期連結累計期間は９億27百万円の減少）となりました。

〔財務活動によるキャッシュ・フロー〕

　当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、リース債務の返済による支出５

億20百万円の減少（前年同四半期連結累計期間は32百万円の減少）、配当金の支払による２億59百万円の減少

（前年同四半期連結累計期間は２億34百万円の減少）を主な要因として７億79百万円の減少（前年同四半期連

結累計期間は２億68百万円の減少）となりました。

②　資金財源

　当社グループは、主力商品の企画製造から物流、販売に至るまでの一貫体制を構築し、営業販売部門と直営店

販売部門により比較的安定した売上を見込めます。また当社グループでは売上アップを図るため特注品の受注強

化方針を推進しております。なお、利益面においても多岐にわたるオリジナルブランド商品をもつ強みから比較

的高利益率を確保してまいりましたが、当連結会計期間においては為替の影響と一部原材料の値上がり等により

その利益率は低下いたしました。

当連結累計期間においては利益率の低下のなか、商品在庫の増加等により資金の減少があったものの、今後も

外部からの資金調達をすることなく設備投資等の財源は確保できるものと判断いたしております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 67,000,000

計 67,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）

(平成25年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成25年11月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 24,257,826 24,257,826
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株　

計 24,257,826 24,257,826 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成25年７月１

日～　

平成25年９月30日　

－ 24,257,826 － 1,405 － 1,273
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（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈲謙友 東京都豊島区雑司が谷１－13－４ 2,822 11.63

㈲ケイエヌジェイ 東京都新宿区矢来町30 2,787 11.49

㈲和貴 東京都目黒区八雲３－４－20 2,295 9.46

下島　謙司 東京都渋谷区 2,139 8.81

下島　公明 東京都千代田区 724 2.98

下島　和光 東京都目黒区 713 2.94

シモジマ従業員持株会 東京都台東区浅草橋５－29－８ 622 2.56

日本生命保険相互会社
東京都千代田区丸の内１－６－６

日本生命証券管理部内
560 2.31

シモジマ取引先持株会 東京都台東区浅草橋５－29－８ 437 1.80

㈲Ｒ＆Ｔ 東京都千代田区六番町３－１ 341 1.40

㈲Ｋ＆Ｍ 東京都千代田区六番町３－１ 341 1.40

計 － 13,787 56.83

  （注）１．㈲謙友は下島謙司の100％出資会社であります。

２．㈲和貴は下島和光の100％出資会社であります。

３．上記のほか、当社は自己株式778千株を保有しております。

４．千株未満の所有株式数は切り捨てて表示しております。

５．発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点第３位を切り捨てて表示しております。　
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 805,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 23,417,200 234,172 －

単元未満株式 普通株式 35,426 － －

発行済株式総数 24,257,826 － －

総株主の議決権 － 234,172 －

  （注）　　完全議決権株式（その他）の欄には、証券保管振替機構名義の株式が400株（議決権の数４個）含まれてお

ります。

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　㈱シモジマ
東京都台東区浅草橋

５－29－８
778,900 － 778,900 3.21

　㈲彩光社
東京都荒川区町屋

８－14－１
14,800 － 14,800 0.06

　ヘイコーパック㈱
栃木県芳賀郡芳賀町祖母

井1702－１
11,500 － 11,500 0.04

計 － 805,200 － 805,200 3.31

　

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,964 6,304

受取手形及び売掛金
※1 5,345 4,958

商品及び製品 4,697 5,733

原材料及び貯蔵品 485 545

その他 651 701

貸倒引当金 △11 △9

流動資産合計 19,132 18,232

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,345 5,190

土地 7,280 7,280

その他（純額） 1,552 1,803

有形固定資産合計 14,179 14,274

無形固定資産

のれん 73 55

その他 1,273 1,131

無形固定資産合計 1,347 1,186

投資その他の資産

その他 2,613 2,659

貸倒引当金 △51 △70

投資その他の資産合計 2,562 2,589

固定資産合計 18,088 18,051

資産合計 37,221 36,283
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,358 2,143

未払法人税等 772 255

賞与引当金 323 288

役員賞与引当金 41 19

その他 1,226 1,096

流動負債合計 4,722 3,804

固定負債

退職給付引当金 765 799

その他 1,329 1,394

固定負債合計 2,095 2,194

負債合計 6,817 5,998

純資産の部

株主資本

資本金 1,405 1,405

資本剰余金 1,304 1,304

利益剰余金 34,489 34,515

自己株式 △877 △877

株主資本合計 36,321 36,347

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 236 144

繰延ヘッジ損益 2 △6

土地再評価差額金 △6,228 △6,228

その他の包括利益累計額合計 △5,989 △6,090

少数株主持分 72 27

純資産合計 30,403 30,285

負債純資産合計 37,221 36,283
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 22,738 23,045

売上原価 15,258 15,971

売上総利益 7,480 7,074

販売費及び一般管理費
※ 6,706 ※ 6,723

営業利益 774 351

営業外収益

受取利息 19 13

受取配当金 1 1

受取賃貸料 13 14

為替差益 6 －

雑収入 62 68

営業外収益合計 103 97

営業外費用

売上割引 42 21

為替差損 － 51

貸倒引当金繰入額 － 3

雑損失 6 8

営業外費用合計 49 83

経常利益 828 364

特別利益

保険解約返戻金 0 8

投資有価証券売却益 － 100

特別利益合計 0 109

特別損失

固定資産除却損 6 －

特別損失合計 6 －

税金等調整前四半期純利益 822 473

法人税等 383 234

少数株主損益調整前四半期純利益 439 239

少数株主損失（△） △8 △44

四半期純利益 447 284
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 439 239

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 25 △91

繰延ヘッジ損益 △3 △8

その他の包括利益合計 21 △100

四半期包括利益 460 139

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 470 183

少数株主に係る四半期包括利益 △9 △44
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 822 473

減価償却費 405 483

のれん償却額 38 18

固定資産除却損 6 －

投資有価証券売却損益（△は益） － △100

保険解約返戻金 △0 △8

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10 17

退職給付引当金の増減額（△は減少） 31 33

賞与引当金の増減額（△は減少） 40 △34

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △18 △21

受取利息及び受取配当金 △20 △14

為替差損益（△は益） △6 5

売上債権の増減額（△は増加） 265 387

たな卸資産の増減額（△は増加） 91 △1,095

仕入債務の増減額（△は減少） △392 △214

その他 △264 △257

小計 988 △327

利息及び配当金の受取額 20 14

法人税等の支払額 △813 △748

営業活動によるキャッシュ・フロー 196 △1,061

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △110 △112

定期預金の払戻による収入 10 110

有形固定資産の取得による支出 △788 △173

有形固定資産の売却による収入 21 450

無形固定資産の取得による支出 △57 △73

無形固定資産の売却による収入 40 －

投資有価証券の取得による支出 △6 △26

投資有価証券の売却による収入 － 117

貸付けによる支出 － △24

貸付金の回収による収入 2 2

その他 △40 △85

投資活動によるキャッシュ・フロー △927 183

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △32 △520

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △234 △259

少数株主への配当金の支払額 △1 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △268 △779

現金及び現金同等物に係る換算差額 6 △4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △992 △1,662

現金及び現金同等物の期首残高 6,924 7,820

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 5,931 ※ 6,158
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．四半期連結会計期間末日満期手形　

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、

前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が、連結会計年度末残高に

含まれております。

　
　　前連結会計年度

　　（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

受取手形 　　　162百万円 －百万円

　

２．受取手形裏書譲渡高　

　
　　前連結会計年度

　　（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

受取手形裏書譲渡高 14百万円 20百万円

　

（四半期連結損益計算書関係）

    ※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。
　

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年９月30日）

給与及び賞与 2,160百万円 2,103百万円

運賃 1,217 〃 1,248 〃

賞与引当金繰入額 283 〃 263 〃

役員賞与引当金繰入額 19 〃 19 〃

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）
　

    ※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年９月30日）

現金及び預金 6,074百万円 6,304百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △143　〃 △146　〃

現金及び現金同等物 5,931百万円 6,158百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日

　定時株主総会
普通株式 234 10 平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月１日

　　取締役会
普通株式 258 11 平成24年９月30日 平成24年12月10日 利益剰余金

　

　３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日

　定時株主総会
普通株式 258 11 平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年10月31日

　　取締役会
普通株式 258 11 平成25年９月30日 平成25年12月10日 利益剰余金

　

　３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

紙製品
化成品・
包装資材

店舗用品

売上高        

外部顧客への売上高 4,341 11,754 6,642 － 22,738 － 22,738

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 4 － 464 468 △468 －

計 4,341 11,759 6,642 464 23,207 △468 22,738

セグメント利益

又は損失（△）　
546 1,082 △22 △22 1,584 △810 774

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、内容は物流事業であります。

　　　２．セグメント利益の調整額△810百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

　　　　　全社費用は、主に、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。　

　　　３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

紙製品
化成品・
包装資材

店舗用品

売上高        

外部顧客への売上高 4,366 12,046 6,632 － 23,045 － 23,045

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 6 － 491 498 △498 －

計 4,366 12,053 6,632 491 23,543 △498 23,045

セグメント利益

又は損失（△）　
558 592 34 △10 1,176 △825 351

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、内容は物流事業であります。

　　　２．セグメント利益の調整額△825百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

　　　　　全社費用は、主に、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。　

　　　３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 19円08銭 12円10銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 447 284

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 447 284

普通株式の期中平均株式数（千株） 23,470 23,470

　(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

 

２【その他】

　平成25年10月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　(イ)　中間配当による配当金の金額　・・・・・・・　258百万円

　(ロ)　１株当たりの金額　・・・・・・・・・・・・　11円

　(ハ)　支払請求の効力発生日及び支払開始日　・・・　平成25年12月10日

　(注)　平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年11月８日

株式会社シモジマ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人　

 
指定有限責任社員
業務執行社員　　

 公認会計士 星　野　正　司　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員　　

 公認会計士 立　石　康　人　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社シモジ

マの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平成

25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シモジマ及び連結子会社の平成25年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。　

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　

　

EDINET提出書類

株式会社シモジマ(E02839)

四半期報告書

20/20


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

